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取扱説明書 

お買い上げいただきまして、ありがとうございました。 

ご使用の前に、製品をを全に正しくお使いいただくため、取扱説明書の「を全上のごを意」、 
本でをよくお読みのうえ、説明の通りお使いください。 

取扱説明書は大切に保管して、'必要になったときに繰りあしてお読みくださし、。 

本機は日本国内ま用モデルですので、外国でほ用することはできません。 

株ぶ会なブンウ I ツド 
Kenwood Corporation 


ユーザー登録について 

カスタマーサポートの向上のため、ユーヴー登録 （ My - Kenwood ) をお願いしています。 
弊社ホームぺージ内で登録びでをます。 

なお、詳細につさましては、利巧規約等を事前にお読みください。 

http://jp.my-kenwood.com 
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■ HDMITM (High-Definition Multimedia Interface) U ピーター機能 

八イビジョン映像と最新の高音質才ーディオ信号を楽しめる HDMI インターフエースに対応。でレーレイディスクなどに記録_ 
された3□映像を含む高画質な映像や、ドルビー TrueHD 、 DTS - HD マスターオーディオ、マルチチャンネル PCM などの H 
高音質な音靑を楽しむことができます。 I 

ご 

■ 高音質音楽再生 r ピュ ァブ-ディブモ富 

音楽信号をよりお実に再現ずる高音質再生機能でず。ディスプレイを消灯し、アナ□グビデオ回路をオフずることによって胃 
才ーディオ回路への干渉を抑えまず。また、音楽信号に合わせて最適な U ッスンモードを自動的に遇がしまず。 な 

を 

■ 本格的なホームシアターサウンド 戸;^ 



U ッスンモード 

Dolby Pro Logic Hz (Height) 

Dolby Pro Logic llx (Movie, Music, Game) 

Dolby Pro Logic II (Movie, Music, Game) 

Dolby EX 

Dolby Pro Logic 

DTS Neo:6 (Cinema, Music) 

DTS Neo:6 
Stereo 

Virtual Surround 


■ u ップシンク機能 

映像と音声のずれを補正ずることびでをまず。また、再生機器、本機、およびテレビをずべて HDMI で接続している場合には、 
自動補正ずることもでをまず。 


ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づを製造されています。 
Dolby 、 ドルビー及びダプル D 記号はドルビーラボラト U —ズの商 
標です。 


A AC □二 n まドルビーラボラトリーズの商標です。 


Manufactured under license under U.b. Patent #'s: 5,451,942; 
5 夕 56,67 4; 5 夕 74,38 0; 5,978,762; 6,226,61 目； 6,48 ス 535; ス 212,872; 
ス 333, 弓 29; 7,392,195; 7,272,567 & other U.S. and worldwide patents 
issued & pending. DTS and the Symbol are registered trademarks, 
も DTS-HD, DTS-HD Master Audio, and the DTS logos are 
trademarks of DTS, Inc. Product includes software. © DTS, Inc. All 
Rights Reserved. 


HDMI 、 HDMI □コ '、 および High-Definition Mummedia 
Interface は 、 HDMI Licensing , LLC の商標または登録商標です。 
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お使いになる人や化の人への危害、財産への損害を未然に防止するため、必ずお守りいただ<ことを、次のよラに 

■ 説明しています。記載している表示•図記号についての内容を良く理解してか5本文をお読みになり、必ずお守り 
ください。 

_ ■表示内容を無視して誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を、次の表示で区分し、説明しています。 


に 

な 

る 

前 

に 


/+- この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死 t または重傷を負ラ可能 I 性が想 
C 3 定される内容をおしています。 

A ご-^^^このまおを無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ラ可能 I 性が想定される内 
容、および物的損害のみの発生が想定される内容をおしています。 

_ 


r 



■お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明しています。 


A 么記号は、を意（警告を含む）を促す内容があることを告げるちのです。 

図の中に具体的なミち意内容（を図の場合は感電を意）が描かれています。 


處 


〇記号は、禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中や近傍に具体的な禁止内容（左図の場ちは分解禁止）が描かれています。 


• 記号は、行為を強制したり指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場含は電源プラグをコンセントか6抜け）が描かれています。 


お客様または第兰ちが、この製品の誤使用•故障•その他の不具合およびこの製品の使用によって受けられた損害につをましては、 
法を上の賠償責任が認め！5れる場合を除を、当社は一切その責任を負いませんのであ！5かじめご了承ください。 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した;欠に掲げる損害などの付随的損善の補償につをましては、当社は一切 
その責任を負いませんので、あ5かじめご了承<ださい。 

♦ お客様または第兰ちがディスクなどへ記録された内容の損害 
♦ 録音*再生などお客様または第兰ちが製品利用の機会を逸したことによる損害 


この「安全上のご注意」には、当社のオーディオ機器全般についての内容を記載していまず。 
(説明項目の中には、本文での説明と重複ずる内容ちありまず） 
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化ずお守 0 くだをし、 


A 警告 

異常のとをは ほ用について 




異常び起きた場合は電源プラグを巧く 

内部に水や異物び入ったり、煙び出た0、変な臭 
いや音びしたりした場合は、すぐに電源スイッチ 
を切0、電源プラグをコンセントか5抜く。そ 
のまま使用すると、火災-感電の原因となります。 
煙や、異臭、異音び消えたのを確かめてか5修理 
をご依頼ください 





水をかけたりめ6したりしない ^ 

火災•感電の原因となります。 用 

雨天、降雪中、海岸、水辺での使用は特にごを意 （こ 
ください。 な 

雷が鳴り始めた5アンテナ線や電源プラグに^ 
は触れない だ 

感電の原因となります。 


電源コード•プラグについて 

電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけたり、加工した0、無理に巧 
げたり、ねじったり、引張ったり、加熱したり、 
ステープルや釘などで固定した0しない。 

電源コードの上に重いものをのせたり、コードを 
本機の下敷さにした0しない。コードを敷物など 
で覆ってしまラと、気付かずに重いちのをのせて 
しまラことびあります。 

コードび傷つさ、火災•感電の原因となります。 
電源コードび傷ついた5 (お線の露出、断線など） 
販売店または当社サービス窓□に交換をご依頼< 
ださい。そのまま使用すると火災•感電の原因と 
なります。 


お手入れ 

電源プラグを定期的に清掃ずる 

電源プラグにほこりなどび付着していると、湿気 
等によ0絶縁び悪くなり、火災•感電の原因とな 
ります。 

電源プラグをコンセントから抜いて、乾いた巧で 
取り除いてください。 





電源プラグはコンセントに根元まで確実に 
差し&む 

差し込みび不完全ですと発熱した0ほこりび付着 
したりして、火災の原因とな0ます。また、電源 
プラグの刃に触れると、感電の原因となります。 
電源プラグを根元まで差し込んでもゆるみびある 
コンセントの場合には、販売店や電気工事店にコ 
ンセントの交換を依頼してください。 


設置にごいて 


© 交流100ボルトの電圧で接続ずる 

この機器は、交流1日日ボルト専巧です。指定の 
電源電圧政外で使用すると、火災-感電の原因と 
なります。 



風呂、シャワー室では使用しない 

風呂、シャワー室など湿度の高いところや、水は 
ねのある場所では使用しない。火災•感電の原因 
とな0ます。 



機器の上に巧びんやコップなど水の入った 
容器を置かない 

水びこぼれて中に入ると、火災•感電の原因とな 
ります。 



機器の上にろラそくやランプなど火のつい 
たちのを置かない 

本機のカバーやパネルにはプラスチックび使われ 
てお0、燃え移ると火災の原因となります。 
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をを上のごを意 


めれた手で電源プラグを巧き差ししない 

感電の原因となることびあります。 


電源コードを熱器具に近づけない 

電源コードを熱器具（ス I -ーブ、アイ□ンなど） 
に近づけない。 

コードの被覆び溶けて、火災-感電の原因となる 
ことびおります 

電源プラグを巧くとさは電源コードを引つ 
張 S ない 

コードび傷つき、火災-感電の原因となることび 
あります。必ずプラグを持って抜いて<ださい。 


温度の局い場が(し置かない 

窓を閉め切った自動車の中や直射曰光びあたる場 
所など、異常に温度び高<なる場所に放置しない。 
本体や部品に悪い影響を与え、火災の原因となる 
ことびあります。 

Q 機器に乗 S ない 

機器に乗ったり、ぶら下びったりしない。特にお 
モ様にはごを意くださし、。 

倒れた0、こわれた0して、けびの原因となるこ 
とびあ0ます。 

移動させるときは電源プラグを巧く 

移動させるとさは、電源スイッチを切0、電源プ 
ラグをコンセントか5损さ、アンテナ線、スピー 
カーコード、その他接続コード類をすべてを外す。 
コードび傷つを、火災-感電の原因となることび 
あります。 

機器の接続は取扱説明書に従う 

関連機器を接続する場合は、各々の機器の取扱説 
明書をよ<読み、電源を切り、説明に従って接続 
する。また、接続は指定のコードを使用する。あ 
やまった接続、指定以外のコードの使用、コード 
の延長をすると発熱し、やけどの原因となること 
びあ0ます。 






A 注意 


異常のとをは 


ご 

使 

用 

に 

な 

る 

前 

に 




落下した機器は電源プラグを巧く 

機器を落としたり、カバーやケースび壊れた0し 
た場合は、電源スイッチを切り、電源プラグをコ 
ンセントか5抜いて、点検、修理をご依頼くださ 
し、そのまま使巧すると、火災•感電の原因とな 
ることがあ0ます。 


電源コード•プラグについて 


設置にごいて 


Q 

Q 


不を定な場巧に置かない 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所 
に置かない。落ちた0、倒れた0して、けびの原 
因となることびあ0ます。 

湿気やほこりのをい場所に置かない 

油煙や湿気の当たる調理台や加湿器のそば、湿気 
やほこ0のをい場所に置かない。火ぶ*感電の原 
因となることびあ0ます。 
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0 ずお守日くだをし、 


A ミ主意 


ほ用について 


音量にごいて 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

pif - 旅行などで長期間使用しないとをは、必ず電源プ 
\ i ^ ラグをコンセントから抜く。火災の原因となるこ 
とびあります。 



機器の内部に異物を入れない 

機器の通風孔、開□部か5内部に金属類や燃えや 
すいものなどを差し込んだ0、落とし込んだりし 
ない。火災-感電の原因となることびあります。 



機器のケースを開けたり改造したりしない 

内部には電圧の高い部分びあり、火災-感電の原因 
となることびあります。点検、修理は販売店また 
は当社サービス窓口にご依頼ください。 


Q はじめか S 音量を上げずぎない 使 

突然大さな音び出て、聴力傷害などの原因となる用 
ことびあります。特にヘッドホンをご使用になる （こ 
とをはを意してください。 な 

Q 耳を刺激ずるような大きな音で長時間続け^ 
て聴かない に 

聴力に悪い影響を与えることびあ0ます。特に 
へッドホンをご使用になるとをはま意してくださ 
い。 

Q 長時間音び歪んだ状態で使わない 

スピーカーび発熱し、火災の原因となることびあ 
ります。 



デイスク挿入 □ に手を入れない 

手がはさまれて、けびの原因となることびありま 
す。特におテさまにはごま意ください。 


0 

0 


レーザー光源をのぞを&まない 

レーヴー光び目に当たると、視力障害を起こすこ 
とびあります。 


ひび割れディスクは使わない 

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修したディ 
スクは使用しない。ディスクは機器内で高速に回 
転しますので、飛び散って、けびの原因となるこ 
とびあります。 


お手入れ 


0 ^ お手入れの際は電源プラグを巧く 

ftH お手入れの隙は電源プラグをコンセントか5损 
く。感電の原因となることがあ0ます。 


A 


定期的に内部の点検、清掃をずる 

3年に]度程度を目安に、機器内部の点検、清掃 
をお勧めします。販売店、または最寄のケンウッ 
ドサービス窓□に費巧を含めご相談ください。 
内部にほこりのたまったまま長い間掃除をしない 
と、火災や故障の原因となることがあ0ます。 


電池にごいて 

© 電池の取り扱いに注意ずる 

次のことを、必ず守ってください。 

•極性表示（プラス— +" とマイナス"一—の向き） 
にを意し、表示どおりに入れる。 

-指定の電池を使用する。 

•使い切ったときや、長期間使用しないときは、 
取り出しておく。 

-新しい電池とちい電池を混ぜて使用しない。 

-違ラ種類の電池を混ぜて使用しない。 

-充電池と乾電池を混ぜて使用しない。 

■電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入 
れたりしない。 

電池は誤った使い方をすると、破裂、液ちりによ 
り、火災、けびや周囲を破損する原因となること 
びあ0ます。 

電池を入れたままにしておくと、過放電によりミ夜 
びちれ、けびややけどの原因となることびありま 
す。 

液びわれた場合は、点検、修理をご依頼ください。 
万一、をれたミ夜び身体についたとさは、水でよく 
洗い流してください。 

〇 電池は乳幼児の手の届かないところに置< 

電池をあやまって飲み込むおそれびあ0ます。ボ 
タン電池など小型の電池は特にごを意ください。 
万一、お子さまび飲み込んだ場合は、ただちに医 
師と相談してください。 
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ご使用になる前に 
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次の付属品がそろっていることを確認してください。 
FM 室内アンテナ （1 本） 



AM ループアンテナ （1 個） 



リモコン （1 個型番： RC - R 日 734) 



リモコン用単4お乾電池 （2 本) 



乾電池は栖包材に差し 
込まれています。 


ステレオ音のエチケット 

楽しい音楽も、時と場所によっては気になるちのです。 
隣り近所への配慮を十分いたしましよラ。ステレオの 
音量は、あなたのむびけ次第で大をくもかさくもなり 
ます。特に静かな夜間には、かさな音でち通りやすい 
ものです。夜間の音楽鑑賞には、特に気を配りましよ 
ラ。窓を閉めたり、ヘッドホンをご利用になるのち一 
つの方法です。お互いにむを配り、快い環境を守りま 
しよラ。 



セットのお手入れ 

前面パネル、ケースなどび巧れたと去は、柔らかい巧でからぶきし 
ます。シンナー、ベンジン、アルコールなどは変色の原因になるこ 
とびありますので、ご 使 巧にならないで<ださい。 


接点復活剤について 

接点復活剤は、故障の原因となることびありますので、ご使巧に 
ならないでください。特にオイルを含んだ接点復活剤は、プラスチッ 
ク部品を変形させることびあります。 







O (!) (電源）キー 

スタン八‘イインジケーター 

本機をオンにしたりスタンバイ状態に 
したりします。 

スタンバイ状態のとさはスタンバイイ 
ンジケーターび点灯します。 

© ディスプレイ 
© リモートセンヴー 
〇 VOLUME CONTROL ッマミ 
© PHONES 子 
〇 SPEAKERS ON/OFF キー 

-齒 

スピーカーをオン/オフします。 

〇 INPUT SELECTOR ▼/▲ キー 

入カソースを選びます。 

〇 BAND キー -願 

放送バンドを切り換えます。 

© AUTO/MONO キー -願 

ラジオ放送の自動受信とマニュアル 
夏信を切り換えます。 

0 INPUT MODE キー -踏 

入カモードの設定をしまず。 


⑩ SETUP キー -願 

本機の設定をします。 

© イル5 ネー シヨン 

© MULTI CONTROL ▼/▲+— 

設定項目を選択します。 

ラジオ放送局を選局します。 

© EASY SETUP キー -鹽 

簡単にスピーカーの設定をします。 

© LISTEN MODE キー -鹽 

リッスンモードを切り換えます。 

© VIRTUAL SURROUND キー 

バーチャルサラウンド機能をオン/才 
フします。 

の PURE AUDIO MODE キー 

-鹽 

ストレートデコードモードおよび、 
ピュアオーディオモードをオン/オフ 
L / c^N 9 〇 

© AV AUX 端子 

ビデオカメラやゲーム機などを接続 
できます。 


スタン/ くィ状態にっいて 

本機のスタンバイインジケーターが点灯中 
は、メモリー保護のため、微弱な通電を 
行っています。これをスタンバイ状態とい 
います。このとをリモコンで本機をオンに 
できます。 
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SP ( スピーカー） 

スピーカーび オンのと 
きに点巧します。 


Virtual Surround - 

バーチャルサラウンドび 
オンのとをに点打します。 


入カレベルび高すざると 
さに点灯します。 

广 MUTE 

S ユートびオンのと 
さに点滅します。 

- AUTO DETECT 

入カモードの設定で 
" AUT 日"に設定していると 
きに点巧します。 


AUTO 

選局方法びオートのとさ 
に点灯します。 

バンドインジケーターー 

選択したバンドび点灯しま 
す。 


夕字表示部 



pSaiRinBl 

I AUTO detect! 


DIGITAL ctts HD 96/24 
PCM DSD AAC NEO：6 ES 


據巧！!/入力信号フォ-マット 


HDMI 

HDMI のソース機器が認識 
されたとさに点灯します。 


ST. - 

ステレオ放送を夏信した 
とさに点なします。 

TUNED 

ラジオ放送を受信した 
とさに点なします。 


TONE 

I -ーンの設定びオンの 
とさに点灯します。 

STRAIGHT 

ストレートデコードモード 
びオンのとさに点灯します。 


STEREO 

U ッスンモードびステレオ 
のとさに点灯します。 


ACTIVE EQ 

Active EQ びオンの 
とさに点なします。 


曰本 













ち部のなまえと働を 


/ 


AUTO MEMORY MEMORY 
AUDIO POP UP 

''む む '' 

BD/DVD RECEIVER 

-^□1 口 

,1~1 1~1 


SUBTITLE DISPLAY VIRTUAL ACTIVE EQ 


で mi ir 


© 

© 

0 


..gASS BOOST 

o- 


a 


a 


HDMI SETUP SETUP 

a 


LISTEN PURE AUDIO 




-© 

-⑩ 


-© 

-© 



RETURN 


ON SCREE が 



BAND 

AUTO/MONO'- 


II 


►/II 


■ 


MUTE-jj- 


HDMI 1 HDMI 2 HDMI 3 HDMI 4 


ロロ ロロ 

DVD VIDEO CD AUX 


[ 


TV AVAUX TUNER 


KENWOOD 

REMOTE CONTROL UNIT 
RC - R 0734 


嘴 


-© 


O AUDIO キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

© MEMORY キー -願 

ラジオ放送局をプ U セットします。 

POP UP キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

© SUBTITLE キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

〇 DISPLAY キー 

音芦入力信号のタイプを表おします。 

© 数字キー 

プ U セットしたラジオ放送局を呼び出します。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

〇 LISTEN MODE キー -鹽 

U ッスンモードを切0換えます。 

〇 PURE AUDIO MODE キ ー- 鹽 

ストレートデコードモードおよび、ピュアオーディオモード 
をオン/オフします。 

〇 A / V /<]/> キー 

ENTER キー 

HOME/TOP MENU キー 
DISC MENU/MENU キー 
RETURN キー 
0N SCREEN キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

〇 II キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

BAND キー -願 

放送バンドを切り換えます。 

►/II キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

AUTO/MONO キー -願 

ラジオ放送の自動受信とマニュアル夏信を切り換えます。 

■ キー 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

⑩ P.CALL !◄◄/►►! キー -願 

プ U セットしたラジオ放送局を呼び出します。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

のむ RECEIVER キー 

本体の電源をオンにします。 

む BD/DVD キー -願 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するときに使います。 * 

© ACTIVE EQ キー -鹽 

ACTIVE EQ 磯能をオン/オフします。 

⑩ VIRTUAL キー -願 

バーチャルサラウンド機能をオン/オフします。 





なをかな 

ご使用になる前に 


を 


なみ 


な 


な必 
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電池の入れかた 


© BASS BOOST キー -鹽 

低音を強調します。 

©TONE キー -願 

I -ーンの調整をします。 

© SOUND キー -驢 

音質や音場を調節します。 

の SETUP キー .願 

本機の設定をします。 

© HDMI SETUP キー -甄 

HDMI の設定をします。 

© MULTI CONTROL ▼/▲ キー 

設定項目を選択します。 

0 VOLUME A/v+- 
® MUTE キー .願 

一時的に音を消します。 

© TUNING キー 

ラジオ放送局を選局します。 

ケンウッドの DVD プレーヤーを操作するとをに使います。* 

© 入カ ソースキー 

入カ ソースを 選びます。 

©DIMMER キー -願 

ディスプレイやインジケーターの明るさを切り換えます。 

£ 

• * DVD プレーヤーの操作については「ケンウッドの DVD プレー 
ヤーをリモコンで操作する」をご覧ください。 


7ふたを開ける。 



2 電池を入れる。 



単4形乾電池 （ R 03)2 本を極性(+、一）のマークにしたがって 
入れてください。 


3ふたを閉める。 



[£ 

-付属の乾電池は動作チェック用のため、寿命び短いことびあります。 

-電池を交換するとさは、吕本とち新しい乾電池と交換してください。 


A 注意 

電池を直射曰光（炎天下）や火のそばなど高温となる場 
巧に置かないでください。 

発熱•破裂-発火による火が、けがの原因となることが 
お0まず。 


ご使用になる前に 
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u モコンの操が 


I リモコンを本機のリモートセンサーに向けて使用してください。 

本機がスタンバイ状態のとき（スタンバイインジケーターが点口） 
に、[む RECEIVER ] キーを押すと、電源がオンになります。 

ご再び、[と） RECEIVER ] キーを押すと電源がオフ（スタンバイ状 
使 態）になります。 

P rU モコンで接続機器を操作ずるとをは、最初に入カソー 
t スキーを押してリモコンをその入カソースのモードにしま 
^ ず。それか！5操作キーを押してください。 

前 

に 

操作轟囲のめやす 


スタンパイインジケーター U モートセンサー 
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スピーカーの設置のしかた 


A 注意 

接続をするとをは、電源コードのプラグをコンセントに差 
し込まないでください。 


関連機器を接続するとをは、関連機器に付属の取扱説明書ちあ 
わせてご覧ください。 

li 

-接続をするときは、必ず各機器の電源を切ってから行ってくださ 
い。 

-すべての接続コードは確実に差し込んでください。差し込みび不 
完全ですと、音や映像び出な<なったり、雑音び発生することび 
あります。 

-近くに磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合には、ス 
ピーカーとの相互作用により、テレビに色ムラび発生することび 
ありますので、設置にご注意ください。 


マイコンの誤動作につし、て 

正しく接続したのに操作ができなかったり、ディスプレイが誤っ 
た表示をする場ちは、「マイコンをリセットするには」 -® を参 
照してマイコンをリセットしてください。 


ZL 注意 

機器は電源コンセントに容易に手が届く位置に設置し、 
異常が起きた場合ずぐに電源プラグをコンセントか5振 
いてください。また、電源スイッチを切っただけでは機器 
は電源か！5完全に遮断されません。完全に遮断ずるには、 
電源プラグを振いて<ださい。 


A 注意 

機器を設置ずるときは、下記のことをお守りください。 
放熱が十分でないと、内部に熱がこもり、故障や火災の 
原因となることがあります。 

• あおむけや横倒し、逆さまにして使用しないでくださ 
い。 

• 巧を掛けたり、じゅラたん、巧団の上に置いて使用し 
ないで < ださい。 

• 風通しの悪い狭い巧で使用しないでください。 

• 機器の各面か5、下記に示ずスペースを空けてくださ 
い。 

上面： 50cm は上 
測面： lOcmlU 上 
背面： 10cm な上 


フ□ントハイトス ピーカー 



フロ外ス ピーヵー 

前面左ちに設置します。左ち対称が理想です。リッスンモードに 
関わ6ず必ず使用します。 

フロント八イ h スピーカー 

視聴位置の前面でサラウンドスピーカーと同じ高さに設置してく 
ださい。 

センタースピーカー 

前面中央に設置します。音像の定位を良くし、音の移動感を再現 
します。 

サラウンド スピーカー 

座る位置の真横または少し後ろに、またでさるだけ高い位置（聴 
く人にちの位置より Im 上方）に設置します。左ち対称が理想で 
す。音の移動感や臨場感などを再現します。 

ヴブウーファー 

一般的に部屋の前方中央のフ □ン トスピー カー付近に置をます。 
迫力のある重低音効果を楽しめます。他のスピーカーと比べて指 
向性が強くありませんので、お部屋のレイアウトにちわせて重低 
音がよく聞こえる位置に設置してください。 

サラウンドバックスピーわ一 

視聴位置の後ろでサラウンドスピーカーと同じ高さに設置してく 
ださい。サラウンドバックスピーカーを1つ接続した場をは、 6.1 
チャンネルサラウンドシステムになります。また、サラウンドバッ 
クスピーカーを2つ接続した場ちは、 7.1 チャンネルサラウンド 
システムになります。 

li 

-すべてのスピーカーを設置すると理想的なサラウンド再生びでを 
ますび、センタースピーカーやサブウーファーをお持ちでない場合 
は、それらの信号を各スピーカーに割り振って、お手持ちのスピー 
カーで最適な再生を巧います。 


接続のしかた 
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ち 左 

サラウンド スピーカー 


スピーカーインピーダンス： 6— 160 

スピーカーコードの+と一は絶対にショートさせないで<ださい。 

スピーカーコードの左右を逆にしたり、極性を間違えて接続すると、楽器などの位置びはっ去りせず、不自然な音になります。正しく接続して 
<ださい。 

サラウンドバックスピーカーび1つの場合は、サラウンドバック左端子に接続してください。 

市販のバナナプラグを使巧する場合は、スピーカー端デをしっかり締めた状態で接続してください。 









スピーカー端子の接続のしかた 
(スク U ユータイプ端子) 

7コードのビニール被覆を約 Icm 程度むく。 

它 、堂、、^^ ^かみづ、 f (う 

2 つまみをゆるめる。 



3コードを差し&む。 



金属部分び隠れるく S いまで入れまず。 

夕つまみを締める。 




スピーカー端子の接続のしかた 
(ブッシュタイブ端子) 
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HDMI 接続をすると、 HDMI ケーブルのみで映像信号と音声信号をデジタルで伝送することができます。ブルーレイディスクなどに記録 
された 3 D 映像を含む高画費な映像や、ドルビー TrueHD 、 DTS - HD マスターオーディオ、マルチチャンネル PCM などの高音質な音声 
を楽しむことができます。また、テレビの電源と本機の電源を連動させることもできます。 （「 HDMI の設定」-励） 


7 HDMI ケースレで、本機の HDMI 入力端子 （HDMI 1または HDMI 2、 HDMI 3、 HDMI 4入力端子）とブルー 
レイプレーヤーなどの再生機器の HDMI 出力端子を接続ずる。 

2 HDMI ケーブルで、本機の HDMI モニター出力端子とテレビの HDMI 入力端子を接続ずる。 



HDMI 機能を使うには 

HDMI 機能を使うためには HDMI の設定が必要です。 「 HDMI の 
設定」-勘を参照してください。 

映像信号の流れ 

HDMI 入力端子から入力したデジタル映像は、 HDMI モニター 
出力端子からのみ出力されます。 

音声信号の流れ 

HDMI 入力端子から入力したデジタル音声は、本機に接続され 
たスピーカーから出力されます。また HDMI の設定により、本機 
に接続されたテレビか5出力することちでをます。 （「 HDMI の設 
定」-强） 


li 

- DVI 端子のあるテレビを接続するには、 HDMI/DVI 変換ケーブ 
ルび必要です。また、テレビび HDCP ( Hi 呂 h-bandwith Digital 
Contents Protection ) に対応している必要びあります。ただし、 
機器の組み合わせによっては映像び出ない場合びあります。 

- HDMI ケーブルで接続された機器間で認証び必要なため、映像や 
音声び出るまでに時間びかかることびあります。 

-音声や映像び正常に出力されない場合は、接続されたすベての機 
器の電源を一度切って、をラー度入れ直してください。 

-接続には、認罰済みの High Speed HDMI ™ Cable (カテコ U 2 
ケーブル）をお使いください。 



なお、本機に搭載されている ARC 機能をご使巧の際には、上記 
□ 3 び表記されているケーブルび必要です。 
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テレビの接続 


接続ずる映像機器に応じて、下図の接続囲と圓か6必要な接続を選んでテレビに接続ずる。 

接続機器の音声接続と映像接続は、接続する機器のページをご覧<ださい。 



テレビに HDMI 端デびない場合は、 HDMI 映像は見られません。 

" DVD 入力"または " VIDEO 入力"に入力された信号は、 VIDE 曰の"モニター出力"からのみ出力されます。 


接続のしかた 
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DVD プレーヤーの接続 























回 


国 


アナ□グ音声出力 
(AUDIO OUT ) 端子 


光デジタル出力 
(OPT に ALOUT) 端子 J 




I I 



■ヤ—の猪続 



CD プレーヤー 







7 音声接続をずる：下図の接続因（デジタル）または圓（アナ□グ) 
2映像接続をずる：下図の接続回 
3テレビの接続をする 

「テレビの接続」を参照して接続してください。 



DVD レコーダーなど 


d 

• 接続する再生機器やテレビに HDMI 端子びある場合は HDMI 接続することをお勧めします。 （「 HDMI 端子のある機器の接続」-願) 



接続のしかた 
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\A]/ AU) (端子の接続 


ホータフルビデオカメラ機器など普段は本機に接続して使用しない機器は、本体前面にある AVAUX 端子に接続することびでをます。 



ビデオ出カ アナ□グ音声出力 
(VIDEO OUT ) (AUDIO OUT ) 端子 
端子 



トデッキなど 


力七’ 


)) 0 © 


しかた 
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アンテナを接続しないとラジオ放送が受信できません。下記に従って正しく接続してください。 


FM 室内アンテナ 
受信状態の良いところで壁などに 
固定します。付属のアンテナは室 
内用で、一時的に使巧するちので 
す。安定した受信のためには、屋 
がアンテナの使用をおずすめしま 
ず。屋外アンテナを接続する場合 
は、室内アンテナは取り外してく 
ださい。 




睡扉黯 it 




市販の FM 屋外アンテナ 


. 市販のアンテナ 
アダプター 



AM ループアンテナ 

本機、テレビ、パソコン、スピーカーコード、電源コード 
か S なるべく離れたところで受信状態の一番良い方向に 
向けます。 


AM ループアンテナ端子の接続のしかた 


FM 窒灼アンテナの接続のしかた 


アンテナを組み立てる。 


アンテナコードを差し&む。 



溝に差し込みます。 



2レバーを巧ず。 


FM 屋がアンテナ 


3アンテナコードを差し&む。 



金属部分が隠れる<5いまで入 

み れます。 


7已〇同軸ケーブルを使って室内へ引を込み、 FM 7 已〇端子に接 
続します。 

A 注意屋外アンテナ設置上のご注意 

アンテナエ事には技術と経験び必要ですので、販売店にご相談< 
ださい。アンテナはを配電線から離れた場所に設置してください。 
アンテナび倒れた場合、感電の原因になることびあります。 


4レバーを戻ず。 



接続のしかた 
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電源を入れる 





交流100 V 、己 0/60 HZ 
の電源コンセントへ 


(!) 


7 ずべての接続び完了した S、 電源コードをコンセントに接続ずる。 

フ□ントパネルのスタンバイインジケーターが赤く点灯し、スタンバイ状態になりまず。 

2本機の[の（電源)]、またはリモコンの[む （RECEIVER)] を巧して電源をオンにずる。 

フ□ントバネルのスタンバイインジケーターがミ肖なし、ディスプレイび点なしまず。 


電源をオフにずる（スタンバイが態)には 

本機の [(!) (電源)]、またはリモコンの [ d ) ( RECEIVER )] を巧ず。 




接続のしかた 


R 

E 

V 

C 

E 

R 

む 


〇 〇 〇 
000 
000 
000 
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スピーカーの設定が、部屋タイプと聴く位置を選ぶことによって 部屋の大をさの 参考 

完了します。音声は、使用しているスピーカーシステムの特性に 
よって、自動的に修正されます。 


より詳細なスピーカーの設定が必要な場ちは、「スピーカーの設 
を（詳細設を ） I -巧'!の丰丽で詰をしまず。 



2部屋の大きさを設定ずる 聴<位置の参考 


[MULTI CONTROL ▼/▲] で部屋タイプを還ぶ。 



[EASY SETUP ] を巧ず。 


3聴く位置を還ぶ 


[MULTI CONTROL ▼/▲] で聴ぐ位置を選ぶ。 



[EASY SETUP ] を押ず。 



簡易設定モードを終了し、スピーカーは W 下のよラに設 
定されまず。 

ヴブウーファーーオン 
フ□ントスピーカーー標準サイズ 
センタースピーカーー標準サイズ 
サラウンドスピーカーー標準サイズ 
サラウンドバックスピーカー*オフ 
フ□ント A イトスピーカー^オフ 
サブウーファーリミックス^オン 

設定内容の詳細については、<スピーカーの設定（詳細設定）> 

-® を参照して<ださい。 


A -簡易設定は、特定のスピーカーシステムまたは聴いている 
齒 環境では適切でない場合びあります。この場合、くスピー 
U カーの設定（詳細設定）>を行ってください。 

-簡易設定は、已 .1- チヤンネルシステムのみ設定することび 
でをます。 7.1- チヤンネルまたは 6.1- チヤンネルのための 
設定び必要であれば、<スピーカーの設定（詳細設定）> 
を巧って < ださい。 

-ヴプウーファ ー U ミックス： 

ヴプウーファーチヤンネルに他のチヤンネルの低音を追加 
します。 
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ファー 

"SUBW OFF" 

ヴプウーファーを接続してい 
ません。 

フ□ント 

I’FRNT LRG" 

大をめサイズのフ□ント 
スピーカー 

スピーカー 

I’FRNT NML" 

普通サイズのフロントスピー 
力一 


I’CNTR LRG" 

大をめサイズのセンター 
スピーカー 

センター 

スピーカー 

I’CNTR NML" 

普通サイズのセンタースピー 
力一 


I’CNTR OFF" 

センタースピーカーを接続し 
ていません。 


I’SURR LRG" 

大をめサイズのサラウンドス 
ピーカー 

サラウンド 

スピーカー 

I’SURR NML" 

普通サイズのサラウンドス 
ピーカー 


I’SURR OFF" 

サラウンドスピーカーを接続 
していません。 


っづ <幽 
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才ートパワー 

"APS" 

オートパワーセーブの才 

セーブ 

ン/オフを設定します。 


"EXIT" 

詳細設定モードを終了 
します。 


2各項目を設定しまず。 

各設定項目を参照してぐださい。 

スヒーカー構ぶ -" SP SETUP"- _ 

スピーカー 有無や スピーカーの サイズを選びます。 

7詳細設定モードに入る。 

[ SETUP ] を押ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で " SP SETUP " を選ぶ。 

DIGITAL 

[ SETUP ] を押ず。 

2 各 スピーカーの 有無や大きさを選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でスピーカーを選び、有無 
や大きさを選ぶ。 


[ SETUP ] を巧ず。 

上記の操作を繰り返してずベてのスピーカーの設定をします。 


スピーカー 表 

"SUBW ON" 

ヴプウー 


ヴプウーファーを接続してい 
ます。 




本機の設定 






























スヒーカーレペル -" TESTTONE"- _ 

テスト!ンを聴をながら、すべてのスピーカーか6の音量がほ 
ぼ同じになるよラに調整します。 


7 " TESTTONE " を選ぶ。 

[ SETUP ] を巧ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で" TESTTONE " を選ぶ。 

口!11 I i |\ I I 

I 。|。‘…_ I _r' _ J S _ミ _! I'll f _ 

[ SETUP ] を押ず。 

2テストトーンの再生方法を選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で選ぶ。 

を"…,.，*…, 

DiaiTU. 

[ SETUP ] を押ず。 


表示 

設定 

" AUTO " 

テスト!-ーンび約2秒ごとに各スピーカー 
から間こえます。 

" MANUAL " 

テスト1-ーンを出力するスピーカーを自分 
で選んで調整するモードです。 


3 各 スピーカーの 音量レベルを調整ずる。 

"AUTO" を選んでいるとき 

調整したいスピーカーチヤンネルからテスト!-ーンが出ている 
ときに [MULTI CONTROL ▼/▲] で音量レベルを調整します。 
ずべての調整が終わった5 [ SETUP ] で確定しまず。 


"MANUAL" を遇んでいるとま 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で音量レベルを調整して、 
[ SETUP ] で確定しまず。次のスピーカーからテストトーンが聞 
こえます。 

レベルは-10 dB か5+1 OdB の範囲で IdB ごとに調整できま 
ず。 


4次の設定へ進む。 


市販の音圧計をお持ちの場合は、メーターの読み取り単位を" C " 
に設定し、ノイズレベルび7己 d 目になるように各チヤンネルの音 
量レベルを調節します。調整は U スニングポジションで巧ってくだ 
さい。 


フ□ント八- 

I ’ FH / S 巨 FH " 

フ□ント八イトスピーカーを 
接続しています。 

イト/サラウ 
ンドパック 

TH/SB SB " 

サラウンド7(ックスピーカー 
を接続しています。 

スヒーカー 
選択 

TH / SBOFF " 

フ□ント八イトスピーカーと 
サラウンド7(ックスピーカー 
を接続していません。 

フ□ント八 

"FH LRG " 

大去めサイズのフ□ント八イ 
トスピーカーを接続していま 
す。 （7.1 ch ) 

力一 

"FH NML " 

普通サイズのフロント从イト 
スピーカーを接続しています。 
(7.1 ch ) 


"SB LRGX 2" 

大去めサイズのサラウンド 
バックスピーカーを2つ接続 
しています。 （7.1 ch ) 

サラウンド 

"SB LRGXl " 

大きめサイズのサラウンド 
バックスピーカーを]つ接続 
しています。 （6.1 か） 

スピーカー 

"SB NMLX 2" 

普通サイズのサラウンドバッ 
クスピーカーを2つ接続して 
います。 (7.1 ch ) 


"SB NMLXl " 

普通サイズのサラウンドバッ 
クスピーカーを]つ接続して 
います。（巨. Ich ) 

ヴプウー 

I’RMX ON " 

ヴプウーファー U ミックスを 
オンにします。 

ミックス 

I’RMX OFF " 

ヴプウーファー U ミックスを 
オフにします。 


3次の設定へ進む。 


• スピーカーサイズの目安 

" LRG " (大をめ)：十分な低音域再生能力のあるスピーカー（大 
□径のウーファーのあるスピーカーや 、大きな 
キヤビネットサイズのスピーカーなど） 

" NML " (普通)： 低音域再生能力び" LR 白"より低いスピーカー 

(な音域は" LRG " に設定されている他のス 
ピーカーやサプウーファーから出力されます。） 
サイズび分からない場合は、 " NML " の設定をおすすめします。 

• サブウーファーで" SU 日 W OFF " を選んだときは、フ□ントスピー 
力一は "FRNT LRG " に設定されます。 

• フ□ントスピーカーで " FRNT LR 白"を選んだときは、サブウー 
ファーの設定を" SU 日 W 日 N " にしていてもサブウーファーから音 
は出ません。サブウーファーから音を出したい場合は、サブウー 
ファー US ックスをオンにしてください。 

• フロントスピーカーで " FRNT NML " を選んだときは、その他のス 
ピーカーで " LRG " を選べません。 

• サラウンドスピーカーで " SURR OFF " を選んだ場合は、サラウン 
ドパックスピーカーを選べません。 

• サラウンドスピーカーで " SURR NML " を選んだ場合は、サラウ 
ンドバックスピーカーで "SB LR 白"とフ□ント八イトスピーカーで 
"FH LRG " を選べません。 


本機の設定 
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スピーカーの距離 -" DISTANCE "- 


クロスオーパー周液数 -" C 只 OSSOVE 只"- 


リスニングポジションから各スピーカーまでの距離を設定しま 
す。設定を行ラ前に、リスニングポジションから各スピーカーま 
での距離を測って下の表に記入しておをましよラ。 

スど一力一のが儀 


スピーカー 構成の設定で" NML " に設定された スピーカーで 再生 
する低音域周波数の下限を設定します。設定した周波数より低 
い帯域の音青信号は、 " LRG " に設定されている他の スピーカー 
や、サブウーファーか5出力されます。 


スピーカー 

表示 

スピーカーまでの 距離 

フ□ントスピーカー 
(左） 

"LEFT" 

m か） 

フ□ント八イトスピー 
カー（左） 

"LEFT HEIGHT" 

m か） 

センタースピーカー 

"CENTER" 

m か） 

フ□ント八イトスピー 
力一（ち） 

"RIGHT 

HEIGHT" 

m か） 

フ□ントスピーカー 
(ち） 

"RIGHT" 

m{ft) 

サラウンドスピーカー 
(ち） 

"SURR RIGHT" 

m か） 

サラウンドバック 
スピーカー（右） 

"SURR BACK 
RIGHT" 

m{ft) 

サラウンドバック 
スピーカー 

"SURR BACK" 

m か） 

サラウンドバック 
スピーカー（左） 

"SURR BACK 
LEFT" 

m{ft) 

サラウンドスピーカー 
(左） 

"SURR LEFT" 

m{ft) 

ヴプウーファー 

"SUBWOOFER" 

m{ft) 


7 " CROSSOVER " を選ぶ。 


[ SETUP ] を押ず。 


[MULTI CONTROL ▼/▲] で" CROSSOVER " を選ぶ。 



"■り ミ：ミ,'！ 

DIGITAL 

[ SETUP ] を巧ず。 

2 ク□スオーバー周液数を選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でク□スオーパー周波数を 

選ぶ。 






[ SE 下 UP ] を押ず。 

40, 60. 80,100,12日，1已〇および200 Hz に調整で走ま 
す。 


3 次の設定へ進む。 


7 " D 旧 TANCE " を選ぶ。 


[ SETUP ] を押ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で" DISTANCE " を選ぶ。 





[ SETUP ] を押ず。 


2 距離を設定ずる。 


各スピーカーか5本機までの距離は、上表を参照してください。 
左フ□ントスピーカーから調整が開始されます。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で距離を設定ずる。 





[ SETUP ] を押ず。 

0.3 m 〜日 . Om (1 ft 〜30.0 ft ) まで、0.3 m (1 ft ) ごとに 
調節でをます。 


3 ずべてのスピーカーの距離び設定されるまで、各々 
のスピーカーで手順2を繰り返してください。 


4 巧の設定へ進む。 
























































HDMI 端子に接続した機器を使ったり、 HDMI コント□—ル磯能 
を使ったりするためには HDMI の設定が必要です。 


音きお力 -"AUDIO OUT "- — 

HDMI の音声入力の出力先を設定します。 


"AUDIO OUT " を選ぶ。 

[HDMI SETUP ] を押ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で項目を選ぶ。 


I •"… 1.W か • 1.. ; 1 1; : 1 ; 1 ! i 

I 

[HDMI SETUP ] を押ず。 

2 HDMI の音声の出力巧を設定ずる。 
[MULTI CONTROL ▼/▲] で 出力 巧を選ぶ。 

("が 

DIGITAL 


[HDMI SETUP ] を巧ず。 

表示 

設定 

" AMP " 

音声は本機に接続された スピーカーか 
ら出ます。 

" TV " 

音声は本機に接続されたテレビから出 
ます。 


3 次の設定に進みます。 


- " TV " に設定時に音び出ないまたはノイズび出る場合は、再生機器 
側の音声出力設定を PCM にしてください。 

- " TV " に設定時は、音量はテレビ側で調整してください。 

U ツプシンク -"UP SYNC"- _ 

テレビモニター映像のちがスピーカーか6聞こえる音青より遅い 
場合に音声を遅らせる調整をします。 

7 "UP SYNC " を選ぶ。 

[HDMI SETUP ] を押ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で項目を選ぶ。 

[ V""。.…… i i i i 、し '。 i i 


。か 1A し 

[HDMI SETUP ] を押ず。 


2 HDMI 音声出力の遅延補正方法と遅延時間を設定 
ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で遅延補正方法を選ぶ。 


"■ り •■■higgi 

DIGITAL 

[HDMI SETUP ] を巧ず。 
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本機の設定 

















表示 

設定 

"LINK ON" 

HDVH コント□-ル機能を使います。 

"LINK OFF" 

HDMI コントロール機能を使いません。 

"LINK ON " 

に設定した場合は「パワーコント□- 


ル」の設定に進みまず。 


パワーコントロール -"POWER CONTROL"-- 

本機に接続された機器からの電源操作や再生操作によって、本 
機の電源を連動させるかを設定します。 


HDMI パワーコント□ール機能のオン/オフを設定 
ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] でオン/オフを選ぶ。 

"■ り •i.wraaa |\ 

DiaiTAL 


[HDMI SETUP ] を押ず。 


表示 

の中 

巧疋 

"PWR ON" 

テレビの電源をオン/オフすると、本 
機の電源ち連動します。 

"PWR OFF" 

テレビの電源に本機の電源は連動しま 
せん。 


表示 

設定 

"AUTO" 

出力する音声と映像の時間のずれを自 
動で補正します。 

"MANUAL" 

出力する音声と映像の時間のずれを手 
勘で補正します。 

"OFF" 

補正はしません。 


" MANUAL " 巧還んだ場合は 、 [MULTI CONTROLv / a ] 
で遅延時巧を還巧し 、 [HDMI SETUP ] で巧定しまず。 

レベルは 0ms (ミリ秒）か5 300 ms (ミリ秒）の範囲で 10ms 
ごとに調整でをます。 


3次の設定に進みまず。 

£ 


テレビび" AUTO" に対応していない場合は "MANUAL" を選んでく 
ださい。 


HDMI ゾンク -"LINK SET"- _ 

本機か6または接続機器か6の操作で、入カ ソース の切り換えを 
連動させるかを設定します。 


"LINK SET " を選ぶ。 

[HDMI SETUP ] を f 甲ず。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で項目を選ぶ。 

「ミ ; , ………, I ! 。 i i ； \ ! 

。。"化 

[HDMI SETUP ] を押ず。 


2 HDMI コント□—ル機能のオン/オフを設定ずる。 
[MULTI CONTROL ▼/▲] でオン/オフを選ぶ。 

" IH •■か 口!11 ! 

。か 1AL 

[HDMI SETUP ] を押ず。 
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能の確認 


お使いの機器やテレビによっては、一部の HDMI コント□—ル 
機能に対応していないため、正しく動作しないことがあります。 
HDMI コント□ール機能を使ラ前に、お使いの機器がどの機能 
に対応しているか、下記の手順で確認することによって 、 HDMI 
コント□-ル機能をより便利に使うことができます。もし、正常 
に動作しない機能びあった場ちは、それぞれの設定をオフにして 
本機をご使用ください。 

操作の前に 


HDMI コントロール機能の確認 


7 HDMI 接続しているずベての機器の電源を入れる。 

2 テレビのリモコンでテレビの電源をオフ（スタンパ‘ 
イ）にずる。 

すべての機器の電源がオフになりますか？（パワーコント□一 
ルの確認） 


• 本機、テレビ、および HDMI 接続できる機器を HDMI 
ケーブルで接続してください。 

• テレビや HDMI 接続できる機器の HDMI コント□—ル設 
定を有効にしてください。（テレビや再生機器の設定に関 
しては、それぞれの取扱説明書をご確認ください。） 

. 本機の HDMI リンクおよびパワーコント□—ルをオンに 
設定してぐださい。 

HDMI の基本動作の確認 


3 HDMI 接続しているずベての機器の電源びオフの ■ 
状態で、再生機器を操作して再生を始める。 ■ 

すべての機器の電源がオンになり、本機とテレビの入力が自動本 
的に切り替わりまずか？ （ HDMI リンクとパワーコント□-ルの 機 
確認） © 

々 設 

d 定 

-政下の操作をしているときには、 HDVII コント□ール機能は使え 
ません。 

-セットアップ中 


7 HDMI 接続しているすべての機器の電源を入れる。 

2テレビの入力を、本機に接続した HDMI 入力に切 
り換える。 

ゴ本機の入力を、 HDMI 入力のソースに切り換えて、 
接続機器の映像が正しく映り、音声がスピーカー 
か5出力されることを確認ずる。 
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7 接続しているテレビやプレーヤーの電源を入れる。 

2 [む RECEIVER ] (リモコン）または[の](本体) 
を巧して本機の電源をオンにずる。 

スピーカーシステムの設定 _ 

• 本体のみで操作でさます。 

[SPEAKERS ON / OFF ] を巧してスピーカー出力 
をオン/オフずる。 

スピーカーシステムをオンにずると" SP " インジケーターが点灯 
します。 



INPUT MODE 




音楽や映画を鑑賞ずる 
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—ドの設定 


♦ 本体のみで操作でをます。 

デジタル入力端子に D 、 VIDEO 、 DVD ) と HDMI 入力端子 
( HDMI 1、 HDM に、 HDIVMS 、 HDMI 4) に接続した磯器を再 
生するとさには、音声入カタイプと合ラよラに入カモードを設定 
します。 

7 [INPUT SELECTOR ] で" HDMir 、" HDMI 2"、 
" HDMI 3"、" HDMI 4"、" DVD "、" VIDEO "、 また 
は" CD " を選ぶ。 


2 [INPUT MODE ] を巧して入カモードを選びまず。 

HDMIK HDM に、 HDMI 3 または HDMI 4 入カソース 
のとさ 


表示 

設定 

" AUTO " 

デジタル信号の種類 CPCM/Dolby Digital / 
DTS / AAC ) にあわせてデコードモードを切り 
換えます。 

" MANUAL " 

デコードモードは再生するデジタル信号の種類 
に固定されます。 

DVD 、 VIDEO または CD 入カソースのとき 

表示 

設定 

" AUTO " 

入力信号にあわせてデジタルとアナ□グを 
切り換えます。デジタル信号を検出した場合 
は、信号の種類 （ PCM/Dolby Di 邑け al / DTS / 
AAC ) にあわせてデコードモードを切り換え 
ます。 

" MANUAL " 

入カモードをデジタルに固定することによって 
入力信号の処理を早め、再生時の頭切れをな 
くします。 

デコードモードは再生する信号の種類に固定 
されます。 

" ANALOG "*， 

入カモードをアナ□グに固定します。 

アナ□グ再生機器を再生するとをに選びます。 


DTS を再生時は設定でをません。 


d 

- " AUT 日"を選択しているときは 、 "AUTO DETECT " インジケー 
夕一び点なします。 



" MANUAL " を選択中に入力信号の切り換わりによって音声び出な 
くなった場合は 、 [LISTEN M 日 DE ] を押してください。 






















VOLUME A/v 


ロロ ロ ロ L 
ロロ ロ cdJT 
ロロ ロ■口 


•入カ ソースキー 


再生ずる機器を選ぶ。 

リモコンの各入カ ソー スキーを巧しまず。 

または本体の [INPUT SELECTOR ▼/▲] で選びます。 
例： HDMI 1 入カソースの場合 


ITBim DIGITAL 


2還んだ機器を操作して再生を始める。 

3 [VOLUME A/V] で音量を調節ずる。 

4 色々な臨場感を楽しむ。 

さまざまなリツスンモードを楽しむことがで定ます。 （ 「リツス 
ンモードを使ってサラウンド再生を楽しむ」 - 
また、選んだ入カソースにちわせて細かい調藝ちできます。（「再 
生ずるソースに合わせた調整」-魔） 



音楽や映画を鑑賞ずる 
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音楽や映画を鑑賞ずる 
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y ツスンモード 


本機のリツスンモードを使って、色々な種類の映像ソフトで臨場感を楽しめます。サラウンドを最適な状態でお楽しみいただくため、ご 
使用前にスピーカーの設定を巧ってください。 


反た /?サラウンドシステム 


U ッスンモード 

- Dolby Pro Logic llx 
(Movie, Music, Game) 

- Dolby Pro Logic 
- Dolby EX 

- Neo:6 (Cinema, Music) 
- Neo:6 
- Stereo 


っづ <幽 

日本 i 



2 ch ステレオシステム 

[tv/SCREEN I 

^ 或 



U ッスンモード 

- Stereo 


5.1 ch サラウンドシステム 

〔TV/SCREEN I 

咧國お 

リツスンモード 

- Dolby Pro Logic II 
(Mov 旧， Music, Game) 

- Dolby Pro Logic 
- Neo:6 (Cinema, Music) 

- Stereo 


音青入力端子 

入力信号 

HDMI 

Dolby TrueHD 


Dolby Digital Plus 


DTS-HD Master Audio 


DTS-HD High Resolution Audio 


PCM (マルチチヤンネル） 


DSD 


デジタル入力（光/同卽） 

Dolby Digital EX 



Dolby Digital 



DTS-ES (Discrete, Matrix) 



DTS 96/24 



DTS 



PCM (2 チヤンネル） 



AAC 

音黃入力 

アナ□グ 



臨場感を楽しむ 


3 








7.1 ch サラウンドシステム 7.1 ch サラウンドシステム 

(フロント八イトスピーカー)(サラウンドバックスピーカー) 

L : 左フ□ントスピーカー 

LH : 左フロント八イトスピーカー 

SW : サブウー ファー 

C : センタースピーカー 

R : ちフロントスピーカー 

RH : ちフ□ント八イトスピーカー 
SL : 左サラウンドスピーカー 

SR : ちサラウンドスピーカー 
S 日：サラウンドバックスピーカー 
S 日し左サラウンドバックスピーカー 
SBR :ちサラウンドバックスピーカー 


- Dolby Pro Logic llz ( Height ) - Dolby Pro Logic llx 

- Dolby Pro Logic II ( Movie , Music , Game ) 

( Movie , Music , Game ) - Dolby Pro Logic 

- Dolby Pro Logic - Dolby EX 

- Neo : 日 （ Cinema , Music ) - Neo :6 Cinema , Music ) 

- Stereo - Neo : 巨 

- Stereo 


• 入力信号により、選択できないリツスンモードびあります。 



a ッスンモード a ッスンモード 


臨場感を楽しむ 
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再生するソースに合わせてリツスンモードを選びます。 



準備をしましよラ 

• 使用する機器の電源をオンにする。 

• 「スピーカーの設定」を確認する。 

• 再生するソースを選ぶ。 

• 入カモードの設定をする 。-® 

( 入カモードが " AUTO" に設定されていると （"AUTO 
DETECT" インジケーターが点灯)、入力信号のタイプやス 
ピーカーの設定に合ラリツスンモードが自動的に選ばれます。 
また入カモードをアナ □ グに設定すると DTS ソースを再生 
したときにノイズび出ることびあります。） 

7 選んだソースを再生ずる。 

2 [USTEN MODE ] で、リツスンモードを選ぶ。 

巧すたびにリツスンモードが切り換わりまず。 



臨場感を楽しむ 
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[VIRTUAL SURROUND ] (本機）または 
[ V 旧 TUAL ] (リモコン）を巧ず。 

巧ずたびに攻下のように切り換わります。 


表示 

設定 

"vs ON" 

バーチャルサラウンドモードをオンにしま 
す。 

"VS OFF" 

バーチャルサラウンドモードをオフにしま 
す。 
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3 [ AUTO / MONO ] を巧して選局方法を選ぶ。 


押すたびに選局方法が切り換わります。 


20秒似内に手順3へ進みます。 

20砂攻上経った場合は、もラー度 [ MEMORY ] を巧してくだ 
さい。 

3 [MULTI CONTROL ▼/▲] でプ U セット番号 （01 
〜 40) を選ぶ。 


オート選局 


7ニュアル 


受信でをる放送局を自動的に., 
選びます。 ‘ 


lAUTO " び点な 


手動で放送局を選びます。 " AUTCn ま消な 


4 [ MEMORY ] を巧して確定ずる。 


手順1か54を繰り返して、他の放送局をプリセットしまず。 
同じプリセット番号に重ねて記憶させると、新しい内容に変更 
でさます。 


通常はオート選局にしてお走ます。電波が弱く、雑音が多いと 
さにはマニュアル選局にします。マニュアル選局のとさ、ステ 
レオ放送はモノラル受信になります。 


本機はラジオが送を最大4日局まで記憶することができます。ま 
た記憶させた放送局を簡単に呼び出せます。 

ラジオ放送の受信には、必ずアンテナを接続してください。 
( r アンテナの接続」-强） 


4 [TUNING ◄◄/►►] で放送局を選ぶ。 

放送局を受信ずると" TUNED " が点灯します。 
ステレオ放送を受信すると" ST ." が点灯しまず。 



AUT0/M0N0 


[MULTI CONTROL ▼/▲] でも放送局を選べます。 


0000 

0000 

0000 
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プリセットした放送局を受信する 



7入カソースを TUNER にずる。 

2受信したい放送局のプリセット番号を巧ず（最大 
"40" まで）。 

数字キーを巧す順序は： 

プリセットま号1己なら：[+10]、[己] 

プリセットき号20なら：[+10]、[+10]、 [0] 



< 


d 

-10のがを巧し間違えたときは、 [+10] を数回巧し、元の表示に 
戻してから入力し直して < ださい。 


プリセットしたが送局を順に聴< 
(P.CALL) 



7入カソースを TUNER にずる。 

2 [ P.CALL で還局ずる。 

キーを巧すたびにプリセットされている放送局が順に切り換わ 
ります。 

[ P.CALL を巧したままにすると、約0.已秒間隔で放 

送局をスキップします。 
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バスブ ■ 


♦ リモコンのみで操作でをます。 

入力信号が PCM かアナ□グのときで本機のリツスンモードがス 
テレオのとき、また Active EQ モードがオフのときに設定でを 
ます。 


[BASS BOOST ] を巧ず。 

BASS (低音）レベルが最大値什1 0) に設定されます。 
卜ーンが自動的にオンになりまず。 


解除ずるには 

[BASS BOOST ] を押ず。 


♦ リモコンのみで操作でをます。 

入力信号が PCM かアナ□グのときで本機のリツスンモードがス 
テレオのとき、また Active EQ モードがオフのときに設定でを 
ます。 


7 [ TONE ] を巧ず。 

2 I ンレベルを調節ずるかしないか選ぶ。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で " TONE ON " または 
"TONE OFF " を 選ぶ。 


[ ENTER ] 


表示 

の中 

巧疋 

'TONE ON " 

1-ーンレベルを調整します。手順3に進みま 
す。 

'TONE OFF " 

1-ーンレベルは調整しません。 


3 " BASS " り氏音域）を調節ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で好みのレベルにずる。 


[ ENTER ] 

-10 〜+10の辭囲で調節でをます。 


4 " TREB " (高音域）を調節ずる。 

[MULTI CONTROL ▼/▲] で好みのレベルにずる。 


[ ENTER ] 

-10 〜+10の範囲で調節でさまず。 


ACTIVE EQ 

〇〇〇 •- [{-BASS BOOST 
〇〇〇 •-[{-TONE 

000 0 
000 0 


lol 


K — MULTI CONTROL 


Active EQ モ■ド 


♦ リモコンのみで操作でさます。 

用途に合わせて最適な音場効果を楽しめます。 


[ACTIVE EQ ] を巧してモードを選ぶ。 

巧ずたびに攻下のよラに切り換わります。 


表示 

設定 

I ’ A-EQ MUSIC " 

音楽を聴 < のに最適なモードです。 

" A-EQ CINEMA " 

映画を観るのに最適なモードです。 

I ’ A-EQ GAME " 

ゲームを楽しむとさに最適なモードで 
す。 

" A - E 日 OFF " 

Active EQ をオフにします。 



を調節する 


きを！ずる 
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再生しているソースに合わせてお好みで音を調整することびでき 
ます。 



MULTI CONTROL ▼/▲ 


*3 Dolby TrueHD 信号 、 Dolby Digital Plus 信号 、 Dolby 
Digital 信号、 DTS - HD 信号および DTS 信号のみ。 " AUTO " 
は Dolby TrueHD 信号のみ設定でをます。 

*4 Pro Lo 邑 ic llx Music モードおよび Pro Lo 宮 ic II Music モー 
ドのみ。 

*5 Neo : 巨 Music のみ。 

- "CENTER WIDTH " および " CENTER IMAGE " はセンタース 
ピーカーを設置している時のみ選択できます。 

2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で設定したい項目の調 
整をずる。 

詳しい設定のしかたは、各項目の説明を参照して<ださい。 


000 0 
000 0 

0 00 • - SOUND 

000 0 

|| II i tr-rH — MULTI CONTROL 

麻 口い ▲ 

[ SOUND ] を巧してサウンド調整モードに入る。 

巧ずたびに攻下のよラに切り換わります。 

いくつかの項目はスピーカー設定やリツスンモードによっては 
表示されません。 


表示 

設定項目 

設定節囲 


I ’ LH " 

左八イトスピーカーレべ 
ル 

-10 〜+10服 


I ’ c " 

センタースピーカーレべ 
ル 

-10 〜+10服 


I ’ RH " 

右八イトスピーカーレべ 
ル 

-10 〜 +] 加巨 


" SR " 

右サラウンドスピーカー 
レベル 

-10 〜+]0服 


I’S 日 R " 

右サラウンドバック 
スピーカーレベル 

-10 〜+]加巨 

*1 

" SB " 

サラウンドバック 
スピーカーレベル 

-10 〜+]0服 


" SBL " 

左サラウンドバック 
スピーカーレベル 

-10 〜+]0服 


I ’ SL " 

左ヴラウンドスピーカー 
レベル 

-10 〜+10服 


I ’ sw " 

サブウーファーレベル 

-10 〜+10服 


" INPUT " 

入カレベル 

-6、-3、0 

*2 

" MIDNIGHT " 

S ッドナイトモード 

" AUTO "、 

" ON ". " OFF " 

*3 

" PANORAMA " 

パノラマモード 

" ON "、" OFF " 


" DIMENSION " 

デイ:>(ンシヨン 


*4 

"CENTER 

WIDTH " 

センター幅 



"CENTER 

IMAGE " 

センターイ>< ージ 

0.0 〜1.0 

巧 


*1 スピーカーレベルの調整は一時的な設定です。電源のオン/ 
オフや入カソースの切り換えをすると、スピーカー設定で調整 
した値に戻ります。 

がアナ□グ入力のみ。 


サウンド調整モードをやめるには 

[SOUND] を押ず。 

スピーヵーレベルの 調豊 _ 

再をしているソースに合わせてスピーカーレベルの詳細な設定が 
でさます。 

この調整は現をの入カソースにのみ有効です。電源のオン/オフ 
や入カソースの切り換えをすると、スピーカー設定で調整した値 
に戻りまず。 

7 [ SOUND ] を繰り返し巧して調整したいスピー 
力 一を還ぶ。 


ク [MULTI CONTROL ▼/▲] でレベルを調整する。 


ゴ手順1と2を繰り返して他の スピーカーの レベルを 
調舊ずる。 

入カレベルの調整 _ 

♦ アナ□グ ソース のみ。 

アナ□グ入力信号の入カレベルが高すぎる場合には、 CUP イン 
ジケーターが点好します。入カレベルを調整してください。 


[ SOUND ] を繰0返し}甲して" INPUT " を選ぶ i 。 


音を調節ずる 
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7 [SOUND] を繰り返し}甲して" CENTER IMAGE" 
を選ぶ。 



2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で センタースピーカー 
の出力を調節ずる。 


♦ DTS Neo :6 Music モードのみ。 
センタースピーカーの 出力を調整し ます。 




♦ Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

音場の中むを前方または後方へ移動させて調整します。 


7 [SOUND] を繰り返し}甲して" DIMENSION" を還 
ぶ。 



2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音場を前樹こ調節 
ずる。 


ディメンションインジケーター 


数字び大きくなるほど、より多くのセンターチヤンネルの音亩び左ちのフロ 
ント スピーカーに 振り分けられまず。 


£ 


センタースピーカーの設定びオフの場合は、本設定はでをません。 


音の中むをを方へ移動 


音の中むを前方へ移動 


2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で入カレベルを調整ず 
る。 



パノラマ 


参 Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

フ□ントチヤンネルの音場をサラウンドチヤンネルまで広げるこ 
とで前方の音の広がりを作ります。 

7 [SOUND] を繰り返し巧して" PANORAMA" を 
還ぶ。 



ク [MULTI CONTROL ▼/▲] で" ON" または" OFF" 
を還ぶ 

① " ON ": バノラマモードオン 

③ " OFF ": バノラマモードオフ 


センター幅 


参 Pro Logic llx Music および Pro Logic II Music モードの 
み。 

センターチヤンネルの音声を左ちのフ□ントスピーカーに振り分 
けて前方の音の幅を広げます。 

7 [SOUND] を繰り返し巧して" CENTER WIDTH" 
を還ぶ。 



2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で音場を左ちに調節 
ずる。 


センター幅インジケーター 



インジケーターび左ちへ広がるほど、より多くのセンターチヤンネルの音声 
が左ちのフ□ントスピーカーに振り分け5れまず。 

[£ 

-センタースピーカーの設定びオフの場合は、本設定はでをません。 


センターイタージ 


音を調節ずる 
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ミツドナイトモード 


参 Dolby TrueHD、Dolby Digital Plus、Dolby Digital 、 
DTS - HD および DTS モードのみ。 

夜中に映画を観るとをなど、音量を大さくでさないことがあり 
ます。ミツドナイトモードは Dolby TrueHD や Dolby Digital 
円 us、Dolby Digital 、 DTS - HD 、 DTS の映像ソフトであ 6 か 
じめ指定されている部分（急に音量が大をくなるシーンなど）に 
ついて音声信号レベルの上限か6下限の幅を圧縮し、他の部分 
との音量差をがなくします。これにより、ルさな音量でちすベて 
の部分び聴さやすくなります。 

7 [ SOUND ] を繰り返し巧して" MIDNIGHT " を選 
ぶ。 



2 [MULTI CONTROL ▼/▲] で" AUTO " または 
" ON " または" OFF " を選ぶ。 

① " AUTO "* : S ツドナイトモードオート 

③ " ON ": ミツドナイトモードオン 

⑤ " OFF ": ミツドナイトモードオフ 

* " AUTO " は Dolby TrueHD のとをのみ選択でをます。 



• Dolby TrueHD や Dolby Digital Plus、Dolby Digital 、 DTS - 
HD . DTS のソフトウェアの中にはミッドナイトモードに対応して 
いないをのをあ0ます。 


音を調節ずる 
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ティスプレイの巧るをを変える _ 

♦ リモコンのみで操作でさます。 

本機のディスプレイの明るさを調節でをます。部屋を暗くして映 
画を見たり、音楽を聴<とさに便利です。 

7 [ DIMMER ] を巧ず。 

明るさが3段階で切り換わりまず。お好みの明るさにしてくだ 
さい。 

のやや暗い 
@暗い 

⑤通常の明るさ 

- 暗いに設定ずると、イルーネーシヨンびオフします。 



3 音量を調節する。 

—時的に音を消す 

♦ リモコンのみで操作でをます。 

7 [ MUTE ] を巧ず。 

ディスプレイの" MUTE " インジケーターが点減します。 



MUTE を解除ずるには 

ミュート中に [ MUTE ] を押ず。 

音量の調節をしてちミュートは解除されます。 


ぺッドホンで聴< _ 

7 スピーカーインジケーターを消ずために、 
[SPEAKERS ON / OFF ] を巧ず。 

ディスプレイの" SP " インジケーターが消灯します。 



サラウンドモードの時にスピーカーをオフにすると、サラウン 
ドモードち解除されてステレオ再生になります。 

2へッドホンをフ□ントパネルの PHONES 端子 
(色. 3 mm ステレオプラグ）に差し&む。 


便利な機能 
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便利な機能 
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アンプ部 


音び出ない。 


スピーカーや関連機器び正しく接続され 
ていない。 


「接続のしかた」を参照して正しく接続 
し直す。 —風〜—踏 


スタンバイインジケーターび点滅し、音 
び出ない。 


いずれかのスピーカーから音び出ない。スピーカーコードび外れている。 


音量を最ルにしている。 

適当な音量にする。 


MUTE びオンになっている。 

MUTE を觸除する。 - 

.勘 

スピーカースイッチびオフになっている。 

スピーカースイッチをオンにする。- 

-閣 

正しい入カソースび選択されていない。 

視聴したい入カソースを選択する。 


入カモードび正しく設定されていない。 

「入カモードの設定」を参照して、 
い入カモードを選択する。 - 

正し 

-闡 

接続のしかたや接続機器によっては音声 
信号び出力されない場合びあります。 

接続する機器に付属の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

スピーカーコードびショートしている。 

電源スイッチをオフにし、シ 

3 — 


スピーカーび正しく設定されていなし、 


卜を取0除さ、再度電源を入れる。 
ショートを取り除いた後もスタンバイイ 
ンジケーターび点滅している場合は、故 
障び考え5れます。電源を切り、お近く 
のヴービスセンターにご相談ください。 

「スピーカーの接続」を参照して、正しく 
接続し直す。_ —跑〜—跑_ 

「スピーカーの設定」を参照して、正しく 
設定し直す。 —闡〜—觀 

設定し直した後、テスト!-ーンび出るか 
確認して < ださい。 


希望する信号フオーマツトで聴くことび 
でをない 。 （Dolby Digital 、 DTS また 
は AAC ) 


Dolby Di 呂 ital、DTS または AAC のソー 
スの再生を始めると最初の音び切れる。 

DVD を再生してを音び出ない。 


デジタル放送の AAC マルチチャンネル 
音声放送びマルチチャンネル音声で再生 
できない。_ 

デジタル放送の音声切0換えびでさな 
い。 

ディスプレイび消灯している。 


自動でパワーオフする。_ 

入カセレクタでテレビを選択すると音び 


U ッスンモードによっては音び出ないス 
ピーカーびあ 0 ます。 

Dolby Digital、DTS または AAC の入 
力信号フオーマットで聴くためには、デ 
ジタル接続び必要です。_ 

再生機器の設定びデジタル出力になって 
いない。 

再生機器の種類によって、いろいろな原 
因びあります。_ 

入カモードびマニュアルに設定されてい 
る。 

デジタルチューナーのデジタル出力設定 
び AAC になっていなし、。 

放送によっては音声は本機では切り換え 
ることびでさません。_ 

ピュアオーデイオモードびオンになって 
いる。 


APS びオンしている。_ 

ARC 対応のテレビでない。 

HDMI 端テび ARC 対応でない。 
HDMI U ンクびオフになっている。 


「接続のしかた」を参照してデジタル入 
力端子または HDMI 入力端テに接続さ 
れているか確認する。 •晒〜-蹲 

再生機器の取扱説明書を参照して、音声 
出力の設定を確認する。 

入カモードを "AUT 日"にしてか5ソース 
を再生する。 -^8 

「入カモードの設定」を参照して 
" AUTO " を選ぶ。_-闡_ 

デジタルチューナーのデジタル出力の設 
定を AAC にする。 

デジタルチューナー側で音声を切0換え 
る。 

ピュアオーディオモードびオンのとをは、 
ディスプレイはオフにな0ます。ピュア 
オーディオモードをオフにして < ださし、。 

_ -離 

APS をオフする。_ — ^ 

ARC 対応テレビの HDMI 端子に接続す 
な。 -踏 

ARC 対応の HDMI 端テに接続する。 
HDMI U ンクをオンにする。 - ^ 


コづ <幽 
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放送局び受信でさない。 


雑音び入る。 


u モコン部 


U モコンで操作でさない。 操作したいソースの モードに なっていな操作したいソースの入カソース キーを 押 

し)。 してから、操作キーを押す。 


ケンウッドの DVD プレーヤーのソースの 

[ DVD ] キーを押して DVD モー 

ドにして 

モードになっていない。 

か5操作キーを押す。 

-魔 

電池切れ。 

新しい電池と交換する。 

-風 

操作する位置び遠すざる、または角度び 
ずれている。 

操作範囲内で操作する。 

-鹽 

本機とリモコンの間に障害物びある。 

障害物を取り除<。 



マイコンを U セットするには 


アンテナを接続していない。 アンテナを接続する。 -鹽 


放送バンドび合っていない。 

放送バンドを合わせる。 

-閣 

受信したい放送局の周波数に合っていな 
い。 

受信したい放送局の周波数に合わせる。 

-强 

自動車のイグニッシヨンノイズ。 

屋外アンテナを道路か5離して設置する。 

他の電気機器の影響によるわの。 

電気機器の電源を切ってみる。 



テレビびおくにある。 アンテナをテレビからでさるだけ離して 

設置する。 


映像び出ない。または乱れる。 映像機器び正しく接続されていない。 「接続のしかた」を参照して正しく接続 

し直す。 —蹈〜—蹈 

映像機器と本機を HDMI 接続している 
場合は、映像信号は HDMI モニター出力 
端モか5のみ出力されます。 


接続のしかたや接続機器によっては映像 
信号び出力されない場合びあります。 

接続する機器に付属の取扱説明書を参照 
して < ださい。 

テレビ側での入力び合ってなし、。 

テレビ側の入力を確認する。 

NTSC 政外の信号び入力されている。 

映像再生機器の映像切換えを NTSC に 
する。映像再生機器の取扱説明書をご覧 
<ださい。 

ピュアオーディオモードびオンになって 
いる。 

ピュアオーディオモードびオンのとさは、 
ビデオ回路びオフになり、 HDMI 映像 
入力外は出力されません。ピュア 
オーディオモードをオフにして < ださい。 

-顔 


チューナー部 


た 操作できない、ディスプレイが正常に点灯しない、または r 故障かな？と思った6」を参照しても問題が解決しない場合は、マイコンをリセッ 
6卜してください。 

電源プラグを抜を、本体の[(1)]を押しなが6再度差し込む。 

U セットにより、各種の記憶内容は消去され、工場出荷時の状態となります、ご了承ください。 


故障かな？と思 
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Dolby Digital 

ドルビーラボラト U —ズによって開発されたデジタル 7 ルチチヤ 
ンネル音芦規格です。モノから日.1チヤンネルまでの高品質なデ 
ジタル音声を、通常の PCM 音青の数分の一のデータ量で伝送- 
記録でさます。 L ツ下の磯能び特徴です。 

•モノ、ステレオ、プ□□ジック対応の構成および已 .1 チヤンネ 
ル音声の再生に最適なダウン S キシング 
-ダイナ S ックレンジおよび尝話のレベル調整に関する情報をデ 
コーダに伝達する機能 
• 広範囲のビットレートにわたる動作 


Dolby Digital EX/Dolby EX 

ドルビーデジタルにバックサラウンドチヤンネルを追加すること 
により、さ5なる臨場感と包囲感のあるサラウンド効果を実現 
します。 


Dolby Pro Logic II 

ドルビーラボラトリーズによって開発されたマト U ックスデコー 
ド技術です。あらゆるステレオ音源か5臨場感豊かな已チヤン 
ネルサラウンド音声を生成します。 CD のよラな通常のステレオ 
音楽素材にち、優れた立体音場効果を実現することびでさます。 
また、映画の再生に適した 「 Movie 」 モード、音楽の再生に適し 
た 「 Music 」 モード、ゲームを楽しむときに最適な 「 Game 」 モー 
ドびあ0ます。 


Dolby Pro Logic llx 

Dolby Pro Logic II をさ 5 に改良したマト U ックスデコード技術 
です。あ5ゆるステレオまたは日.1チヤンネルの音声トラックか 
57.1 チヤンネルサラウンド音声を生成し、より自然でなめ5か 
なサラウンド音場の再生がでさます。また、映画の再生に適し 
た 「 Movie 」 モード、音楽の再生に適した 「 Music 」 モード、ゲー 
ムを楽しむとさに最適な 「 Game 」 モードびあります。 


Dolby Pro Logic Hz 

Dolby Pro Logic llz は、左ちのフ□ントスピーカーの上方に八 
イト（高さ）スピーカー追加で、 7.1 チャンネルへの拡張を可能 
にします。これにより、目の前に広びるよラな深みのあるヴラウ 
ンドサウンド体験び実現します。 


Dolby Digital Plus 

ドルビーデジタルを高音質-高機能に進化させた音靑技術です。 
各チトンネルび完全に独立したマルチチャンネルサラウンドサウ 
ンドになっています。対応ビットレートは Dolby Di 旨け al の白6 
〜日 40 kbps に比べて、 32 kbps 〜目 Mbps に对応しています。 

また優れたコーディング効率により、映像やその他のサービス 
のために割り当てるビットレートに影響をちえることなく、最大 
7.1 チャンネルの高品質なデジタルサラウンド音声を実現するこ 
とび可能です。既存のドルビーデジタル搭載のホームシアターシ 
ステムとの互換性も確保しています。 


Dolby TrueHD 

ドルビーラボラト U —ズによって開発された□スレス（巧逆型) 
音芦技術です。スタジオマスターの高品質な音声データをビッ 
卜単位の精度まで完全に再現します。9目 kHz のヴンプリング 
周波数では最大 7.1 チトンネル、 192 kHz のサンプ U ング周波 
数では最大已 .1 チヤンネルに対応していまず。 


Dolby Virtual Speaker 

2本のスピーカーだけを使って、理想的な已 .1 チヤンネルのホー 
ムシアター環境を生成するスピーカーバーチャル技術です。 


AAC 

[Advanced Audio Coding (アドバンスド オーデイオコーデイ 
ング)」の略称です。デジタル放送などに使用されている画像圧 
縮規格 （ MPEG -2 や MPEG -4) で使われる音声圧縮方式です。 
サンプリング周波数は最大日巨 kHz までに对応しています。 


DTS Digital Surround 

DTS 社によって開発されたデジタルサラウンドフオーマットで 
す。低圧縮で高音質となっているのび特徴で、再生チャンネル数 
は最大已 .1 チヤンネルです。 


DTS-ES 

DTS Digital Surround にサラウンドバックチヤンネルを追加 
した 6.1 チヤンネルの音声フオーマットです。 

従来の DTS 日. Ich 対応機器でも再をできます。 DTS - ES には 
DTS-ES Matrix と DTS-ES Discrete 巨.1の2種類の形式び 
あります。 


DTS-ES Matrix 

DTS 己. Ich に追加されるサラウンドバックチヤンネル音声の収 
録を、サラウンドの2チヤンネルに振り分けて行い、デコード時 
にサラウンドバックチヤンネル音靑を復元して、日. Ich を生成し 
ます。 


DTS-ES Discrete 

DTS 日. Ich に追加されるサラウンドバックチヤンネル音声を、 
独立して収録します。 


DTS Neo:6 

DTS 社によって開発されたマトリクスデコード技術です。あ5 
ゆる2チトンネルソースか5最大目.1チヤンネルを生成します。 
映画の再生に適した 「DTS Ne 日:目 CINEMA 」 モードと音楽の 
再生に適した 「DTS Neo :6 MUSIC 」 モードびあります。 


DTS 96/24 

DTS 日. Ich よりちさ b に進化した已 .1 チャンネルデジタル音声 
フォーマットです。サンプリング周波数 96 kHz 、 量子化ビット 
数 24ビットの高音質再生び可能です。従来の DTS 日. Ich 対応 
機器でも再生でさます。 



故障かな？と思つた5 
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巧語集 


DTS- HD Master Audio 

DTS 社によって開発された□スレス（可逆型）音靑技術により、 
スタジオマスターと同じ音質を再現でをます。ヴンプ U ング周 
波数目日 kHz / 量子化ビット数24ビットで、最大 7.1 チトンネル 
に対応しています。また、7パターンにち及ぶスピーカー配置に 
対応しており、ユーザー側のさまざまなオーディオ再生環境にお 
いてコンテンツ製作者の意図するサウンドを届けることび巧能と 
なっています。 

DTS-HD High Resolution Audio 

それまでの DTS オーディオフォーマットの拡張形式で、サン 
プ U ング周波数目目 kHz / 量子化ビット数24ビットの音声を 
7.1 チヤンネルで収録できます。 DTS-HD High Resolution 
Audio を使用して記録したマルチチゎンネルサウンドは、 DVD - 
Video の音声に比べて、細部まで鮮明にかつ U アルに再生され 
ます。また、7パターンにも及ぶスピーカー配置に対応しており、 
ユーヴー側のさまざまなオーディオ再生環境においてコンテン 
ツ製作者の意図するサウンドを届けることび可能となっていま 
す。 


• HDMI を通じての 3 D 映像へ対応 

HDMI Licensing , LLC . で必須と規定されている、 3 D 映像の 
スルー出力に対応しています。 


DVI 

[Digital Visual Interface (デジタルビジュアルインター 
フェース)」 の略称です。 PC とディスプレイの接続標準規格です。 


HDCP 

[ High-bandwidth Digital Contents Protection り、イーノくン 
ドウィズデジタルコンテンツプ□テクシヨン)」の略称で 
す。映像コンテンツが不正にコピーされるのを防ぐ著作権保護 
技術です。 DVI や HDMI のデジタルインターフェースの暗号化に 
使われています。 


DTS-HD し ow Bit Rate 


DTS - HD のオーディオフォーマットのラち、インターネットなど 
の通信向けの□ービットレートモードです。 

PCM 

PCM (パルス符号変調）は、圧縮なしでデジタル的に音青信号 
をコード化する方法です。 


DSD (Direct Stream Digital) 

DSD は Super Audio CD ( SACD ) で採用されている、音声 
フオーマットです。 


HDMI 



か 

な 

? 

と 

思 


「 Hi 邑 h - DeTiniti 日 n Multimedia Interface (八イ-ディフィニ 
ションマルチメディアインターフェース)」の略称です 。 DVI 
(Digital Visual Interface ) をベースにさ日に発展させた規格 
で、たった1本のケーブルで非圧縮のデジタル映像とマルチチャ 
ンネルデジタル音靑を伝送でさます。 

本機は HDMI のな下のオプション機能に対応していまず。 

• Deep Color 

カラーコンポーネントあたり通常の8ビットを超える10ビットや 
] 2ビットの映像信号を伝送することにより、より豊かな階調表 
現び可能です。 

• x . v.Color 


つ sRG 目色空間の約 1.8 倍のを彩な色び再現でさます。 

に • Lip Sync 


テレビモニター映像の遅延時間を自動的に取得し、アンプで映 
像と音声の同期を巧いまず。 


• ARC (才ーディオリターンチャネル) 


ARC 磯能対応のテレビと HDMI ケーブルー本の接続で、テレビ 
の音声信号を AV レシーバーで再生することびでさます 。 ARC 
機能により、従来必要だった、 TV と AV レシーバーの間の音声一 
ケーブルを減らすことび出来ます。 
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レ义 Color 」 およびレ义 Color 」 □二[は、ソニー株式会社の商標です。 




保証とアフターヴービス 


0ずお読み < ださし、 


偏圧について 


♦ 保証書 

この製品には、保記書を添付しておりまず。 

保証書は、おず r お買い上げ曰-販売店」等の記入をお確かめ 
のラえ、販売店から受け取っていただ走、内容をよ<お読みの 
後、大切に保管してください。 


♦ 保証期間 

お買上げの曰より1年です。 

電池や一部の一部の消耗部品の交換、ならびに落下、水没など、 
不適切なご使巧による故障の場合は、保証期間内でち有料と 
なります。詳しくは保証書をご覧ください。 


♦ 修理に関ずるご相談•ご不明な点は 

修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販 
売店または最寄りのケンウッドサービス窓□にお問い合わせく 
ださい。お問いちわせ巧は「ケンウッド全国サービス網」をご 
覽ください。 


♦ 補修用性能部品の最低保有期間 

当社は、このステレオの補修用性能部品を、製造打ち切り後8 
年保有しています。 

補修巧性能部品とは、その製品を維持するために必要な部品 
でず。 


修理をが療をれるとをは 


r 故障かな？と思ったら」を参照してお調べください。それでち 
異常があるときは、製品の使用を中止し、必ず電源プラグを抜 
いてから、お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセン 
ターにお問い合わせください。 （ r ケンウッド全国サービス網」を 
ご参照ください。） 

この製品の故障-誤動作-不具合などによって発生した次に掲げ 
る損書などの付随的損害の補償につをましては、当社は一切そ 
の責任を負いませんので、あ6かじめご了承ください。 

• お客様または第兰者がテープ•ディスクなどへ記録された内容 
の損害 

-録音-再生などお客様または第兰をが製品利用の機会を逸し 
たことによる損書 


♦ 保証期間中は... 

保証書の規定に従って、お買い上げの販売店またはケンウッド 
サービスセンターが修理させていただをます。ご依頼の際は保 
証書をご提示ください。 

本機 L ソ外の原因（衝撃や水分、異物の混入など）による故障 
の場合は、保証対象外になります。詳しくは保班書をご覧くだ 
さし、。 


♦ 保証期間経過後は... 

お買い上げの販売店またはケンウッドサービスセンターにご相 
談ください。修理ずれば使巧で走る場合には、ご希望により有 
料で修理させていただをまず。 


♦ 出張修理/持&修理 

「出張修理」、 r 持込修理」のどちらが適用されるかは機種によっ 
て異なります。保話書の記載をご確認ください。出張修理を依 
頼されるとをは、次のことをお知らせください。 

♦製品名 

♦ 製造番号 （Serial No .) 

• お買い上げ年月曰 
• 故障の症状（でさるだけ具体的に） 

• ご住所（ご近所の目印等も併せてお知らせください。） 

♦お名前、電話番号、訪問ご希望曰 

♦ 修理料金の仕組み 

ち料修理の場合は、次の料金をいただをまず。 

• 技術料：製品の故障診断、部品交換など故障箇所の修理お 
よび付帯作業にかかる費巧です。 

技術者の人件費、技術教育費、測定器等設備費、 
一般管理費等が含まれまず。 

• 部品代：修理に使用した部品代です。 

その他修理に付帯する部材等を含む場合がありま 
す。 

• 出張料：製品のある場所へ技術者を派遣ずる場ちの料金で 
す。別途、駐車料金をいただく場合があります。 
♦送料：郵便、宅配便などの料金です。保証期間内に無償 
修理などを行ラにあたって、お客様に負担していた 
だく場合びあります。 


薩装7と思つたら 
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福岡サービスセンター 添 8] 2- 日日 3] 福岡市博を区沖お町1]-1日サンイースト福岡] F 巧 (092) 283-6675 


鹿児島サービスセンター 

质8白 1-01 ]4 

鹿児島市かお原 1-5- 17 

0(0 白 9) 2巨 8-0030 

沖縄サービスセンター 

雨901 -2224 

宜野湾市真志喜1 - 11-12 コモンズビル1 F 

0(0 白 8) 898-3631 


♦ サービスセンターの営業時間のご案内 

受付時間10:00〜18:00 (±曜、日曜、祝日および当社休日は休ませていただきます） 

(各サービス窓□の名称、所在地、電話番号は変更になることがありまずのでご了承ください。） 

♦ カスタマーサポートセンター 

ナビダイヤル： 〇已 70-010-1 14 (—般電話•公衆電話からは、どこからでも市内通話料金でお問い合わせが可能です) 
携帯電言き、 PHS 、 IP 電言舌わ、5は04已 -4 已 0-8960 
FAX : 04巳-4巳 0-2287 

住所： 干 221-8 己28神奈 jN 県横お巿神奈川区守屋町 3-12 

受付時間： 月曜〜金曜 日:30〜18:00 

±曜 日:30〜12:00、13:00〜17:30 

(日曜、祝日および当社休日は休ませていただ走まず） 


ケンウッドを国ヴービス網 2010年8月現在 


使い方、たや製品に関するお問いちわせは、カスタマーサポートサポートセンターをご利用ください。 

修理などアフターサービスについてのお申し込みは、お買い上げの販売店または最寄りのケンウッドサービスセンターにお申しつけくだ 
さい。 

化海道 

札幌サービスセンター 雨日日 4- 日日日已 札幌市厚別区厚別東巳条 1-2-2 目 巧(日1 1) 807-3003 

東北 

仙台サービスセンター 质日84-日日]] 仙台市若林区六 T の目西町 7- 13 25(022) 287-日1已] 

関東-信越 

さいたまサービスセンター雨331-日8 ] 2 さいたま市化区富原町1 -202 巧 (048) 778-8714 

千葉ヴービスセンター 雨277-日8目3 柏市豊四季己 12-1 日-目7 25(04) 7171-3800 

横ミ兵サービスセンター 雨22目-8日2己 横お市緑区白山 1-1 目-2 a (045) 93目-目242 

新潟サービスセンター 雨日已日-日 9] 3 新焉市中央区鏡 1- 已 -23 泣(日2己）24己-2177 

大田サービスセンター 雨] 4目-日082 東京都大田区池上 2-8-1 日プラムビル 1 F 

(修理持込専用窓 □) 電話でのお問い合わせは、当社カスタマーサポートセンターにて承ります。 


中部-甲州 


名ち屋サービスセンター 添 

481-0041 

北名ち屋市九之坪鴨田 121-1 

0(0 己目 8) 24-1644 

静岡サービスセンター m 

420-0816 

静岡市養区皆谷巳-目1-] 

0(0 己 4) 262-8700 

金沢サービスセンター m 

92 1-80 白2 

金沢市新保本4-目 5- 17 

22(07 色）2白 9-2 白3已 




近畿•四国 

大阪サービ’スセンター 质已32-日日27 大阪市淀 J II 区田リ 12-4-28 25(06) 色3日日-8日日已 

高松サービスセンター 质7目 1-8 日已7 高松市田村町2日己-] 泣(日 87) 8日2-目日巳已 


中国 

広島サービスセンター 添 730-082 己 広島市中区光南 3-9-1 7 田の 82) 241 -0023 

九州 


故障かな？と思った5 


54 RV- 7000 





























才ーデイオ部 

ステレオモード 

定格出力 （63 Hz 〜吕0.0 kHz 、 0.7%. 6 0 ) . 100 W + 100 W 

サラウンドモード （ Ich 動作時） 

実用最大出力 

フ□ント . 150 W/ch (JEITA 6 Q ) 

センター . 1已 0 W ( JEITA 巨 0) 

サラウンド . 150 W/ch (JEITA 6 Q ) 

全高調波重率 ... 0.01% (1 kHz 、 SOW 、 巨 0) 

周波数特性 

DVD 、 CD 、 AUX、VIDEO .10 Hz 〜 70 kHz , + 0 dB 〜 -3 dB 

SN 比 （ IHF 日日） 

DVD 、 CD 、 AUX、VIDEO . 100 dB ( JEITA ) 

入力端子（感度/インピーダンス） 

DVD 、 CD 、 AUX、VIDEO .500 mV /47 kQ 

AVAUX . 已〇 OmV / 吕日 kO 


出力端子（レベル/インピーダンス） 

サラウンドバック/フ□ント A イトプリアウト .1.1 V /100 kn 

サプウーファープリアウト .....2.0 V /100 kn 

卜ーンコント□—ル特性 

BASS . .. ±10 dB (100 Hz ) 

TREBLE ... ±10 dB (10 kHz ) 


デジタルオーディオ音 g 

入力端子 


光 ....... CD、VIDEO 

剛由 . DVD 


HDMI 部 

HDMI 入力端子 ... HDMI 1、 HDM に、 HDM に、 HDMI 4 


HDMI 出力端子 . モニター 

FM チューナー部 

受信周波数範囲 . 76 MHz 〜90 MHz 

AM チューナー部 

受信周波数範囲 ... 已31 kHz 〜1，日 02 kHz 

電源部•その他 

定格消費電力（電気巧品安を法に基づく表お) . 200 W 

待機時消費電力 ( HDMI リンクオフ時) .0.5 WOT 

最大がお寸法 ... 幅： 430 mm 

. 局さ：159 mm 

. 奥巧： 384 mm 

重量（正味) . 目 . Ok 邑 


本製品はり旧 C 巨1000 -3-2 適合品」です。 

d 

1. これらの定格およびデザインは、技術開発にとをない予告な<変 
要することびあります。 

2. 極端に章い（水び凍るよラな）場所では十分な性能び発揮でをな 
いことびあります。 


ビデオ部 

ビデオ入力感度/インピーダンス （ DVD 、 VIDEO 、 AVAUX ) 

ビデオ{コンポジット) . .…1 Vp - p /7 已〇 

ビデオ出カレベル/インピーダンス（モニター） 

ビデオ{コンポジット) . .…1 Vp - p /7 已〇 






























t お電話による使いかた-商品に閱ずるご相談 


カスタマーサポートセンター 

受付時間月曜日〜金曜日 9:30〜18:00 

±曜日 9:30〜12:00、13:00〜17:30 

※日曜、祝曰及び当社休曰を除< 

査1 0570-010-114 

※一般電話•公を電話か！5は、巿内通話料金でご利巧いただけます。 

•携帯電話、 PHS 、 IP 電話からは 045-450-8960 
• FAX 045-450-2287 


ホームぺージのサポート情報について 

製品に関する一般的なご質問などをホームページにて、情報提供して 
います。ご活用 < ださい。 

http://www.kenwood.co.Jp/faq/ 

イ彦理などアフターサービスについて 

お買い上げの販売店か、「ケンウッド全国 サービス 網」をご参照のラ 
え、最畜りのサービス窓□にご相談ください。 


KENWOOD 

株な会社ブンウッド 

干1日 2-852 日東京都八王子市石川お 2967-3 







